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前
橋
工
科
大
学
の
活
動
報
告

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
研
究
者
招
へ
い

先
端
リ
ハ
ビ
リ
技
術
お
よ
び

運
動
機
能
評
価
計
測
技
術
の
体
験

今
年
９
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
デ
・
ラ
・
サ
ー

ル
大
学
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
のIn

stitu
te	of	

B
iom

edical	E
ngineering	and	H

ealth	
T
echnologies

に
所
属
す
る
研
究
者
４
名
を
前
橋
工

科
大
学
に
招
へ
い
し
ま
し
た
。
今
回
の
招
へ
い
で
は
、

日
本
の
先
端
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と
運
動
機

能
評
価
計
測
技
術
の
体
験
を
通
し
た
人
的
交
流
を
目

的
に
設
定
し
ま
し
た
。

招
へ
い
者
４
名
は
、
９
月
１
日
夜
に
成
田
空
港
に

到
着
し
、
翌
日
に
高
速
バ
ス
を

利
用
し
て
宿
泊
先
の
前
橋
市
へ

移
動
し
ま
し
た
。
移
動
後
は
、

前
橋
工
科
大
学
の
学
生
２
名
の

案
内
に
よ
り
、
研
究
室
、
教
室
、

実
験
棟
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。
９
月
３

日
は
、
前
橋
工
科
大
学
の
神
経

電
子
計
測
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
主
宰
：
小
田
垣
准
教
授
）
を

訪
問
し
、
研
究
室
で
実
施
し
て

い
る
研
究
紹
介
や
、
実
験
シ
ス

テ
ム
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

９
月
４
日
は
、
前
橋
工
科
大

学
の
学
生
３
名
も
同
伴
し
、
群

馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

の
作
業
療
法
学
専
攻
の
研
究
室

を
訪
問
し
ま
し
た
。
群
馬
大
学

で
は
、
運
動
機
能
評
価
に
つ
い

て
の
研
究
紹
介
と
実
機
を
用
い

た
デ
モ
を
、
野
口
直
人
助
教
、

秋
山
稜
登
助
教
、
群
馬
パ
ー
ス

大
学
の
近
藤
健
助
教
お
よ
び
留

学
生
４
名
に
ご
対
応
い
た
だ
き

ま
し
た
。

近
藤
助
教
か
ら
は
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
を
用
い
た
生
活
支
援
治
具

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
377
回
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小田垣	雅人
（前橋工科大学准教授）

群馬大学大学院保健学研究科の作業療法学専攻の研究室を訪問

写真左は群馬県立産業技術センター、写真右は美原記念病院
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の
製
作
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
秋
山
助
教

か
ら
は
電
子
ペ
グ
ボ
ー
ド
と
視
線
計
測
カ
メ
ラ
を
用

い
た
運
動
機
能
評
価
法
を
、
野
口
助
教
か
ら
は
振
動

感
覚
評
価
デ
バ
イ
ス
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
で
は
、
研
究
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
群
馬
大

学
で
対
応
し
て
下
さ
っ
た
留
学
生
４
名
と
も
交
流
が

で
き
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

９
月
５
日
は
、
午
前
中
に
前
橋
工
科
大
学
の
学
生
、

教
員
を
交
え
た
研
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。
前
橋
工
科
大
学
の
学
生
に
よ
る
研
究
紹
介
と
、

招
へ
い
者
か
ら
は
デ
・
ラ
・
サ
ー
ル
大
学
に
お
い
て

開
発
を
進
め
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
装
置
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
橋
工
科
大

学
の
学
生
は
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

経
験
が
少
な
く
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
発
表
者

と
も
よ
く
準
備
で
き
て
お
り
、
問
題
な
く
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
い
て
、
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
た
こ
と
は
、
前
橋
工
科
大
学
の
学
生
に
と
っ

て
も
良
い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
日
午
後
に
は
、
群
馬
県
立
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
のD

igital	Solution	Lab

を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
群
馬
県
内
企
業

の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

し
て
、
県
内
企
業
と
共
同
で
開
発
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ

ト
や
計
測
技
術
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
招
へ
い
し
た
４
名
の
専
門
分
野
が
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
で
紹
介
さ
れ

た
種
々
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
そ
の
後
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
に
あ
る
公
益

財
団
法
人
脳
血
管
研
究
所
美
原
記
念
病
院
の
リ
ハ
ビ

リ
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設

の
見
学
は
初
め
て
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る

臨
床
現
場
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

先
進
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

９
月
６
日
は
、
前
橋
工
科
大
学
の
今
村
一
之
学
長

を
訪
問
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
を
報
告
し
、
今

後
の
交
流
計
画
等
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
証
の
授
与

を
今
村
学
長
か
ら
招
へ
い
者
４
名
に
対
し
て
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
７
日
に
は
、
前
橋
市
か
ら
成
田
空
港
へ
向
か

い
ま
し
た
。
搭
乗
予
定
の
便
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、

振
替
の
便
で
の
出
国
と
な
る
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
日
本
の
先
端
的
な
リ

ハ
ビ
リ
技
術
を
体
験
す
る
こ
と
、
ま
た
日
本
で
学
ぶ

学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
目
的
を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
帰
国
後

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
メ
ー
ル
の

交
換
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
技
術
的
、

人
的
交
流
を
深
め
て
、
よ
り
良
い
関
係
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
日
談
・
今
後
の
展
望

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
招
へ
い
研
究
者
の
う
ち
２
名
が
、

10
月
に
再
び
来
日
し
ま
し
た
。
国
内
の
大
学
研
究
室

や
、
企
業
へ
の
訪
問
希
望
が
あ
っ
た
た
め
、
大
阪
大

学
と
東
京
女
子
医
科
大
、
日
本
通
信
㈱
へ
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
を
取
り
ま
し
た
。

大
阪
大
学
に
は
前
橋
工
科
大
学
の
今
村
学
長
が
、

東
京
女
子
医
科
大
学
と
日
本
通
信
に
は
小
田
垣
が
案

内
を
し
ま
し
た
。
大
阪
大
学
と
東
京
女
子
医
科
大
学

で
は
、
研
究
室
の
見
学
や
研
究
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
訪
問
先
で
あ
っ

た
日
本
通
信
の
福
田
尚
久
社
長
は
、
前
橋
工
科
大
学

の
理
事
長
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
訪

問
に
つ
い
て
受
け
入
れ
て
頂
き
、
研
究
の
説
明
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
後
、
前
橋
工
科
大
学
の
日

本
人
学
生
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
勉
強
に
取
り
組
む
学
生

が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
国
際

学
会
に
お
い
て
発
表
す
る
学
生
や
、
英
語
論
文
を
執

筆
す
る
学
生
も
お
り
、
積
極
的
に
英
語
に
触
れ
よ
う

と
す
る
意
識
が
芽
生
え
た
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
、
デ
・
ラ
・
サ
ー
ル
大
学
か
ら
前
橋
工
科

大
学
の
大
学
院
へ
１
名
入
学
す
る
予
定
で
す
。
留
学

生
が
入
学
し
た
後
は
、
研
究
室
内
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
議
論
を
な
る
べ
く
英
語
で
行
え
る
よ
う
に

と
学
生
に
は
伝
え
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
人
学
生
が
国
際
的
な
視
野
を
も

ち
、
積
極
的
に
英
語
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

感
じ
て
お
り
、
今
後
も
、
技
術
的
交
流
、
人
的
交
流

を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

修了書を授与された招へい者（前列）と今村学長（後列㊧）、著者の小田垣氏（後列㊨）




